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町　旨　　従来、タイ人の言語行動を特徴づける言葉として「マイペンライ」を挙げる人は多かっ

たが、それは、一般的に「気にしない∬構わない」等と解釈されてきた。この解釈に沿ってタイ人の

「マイペンライ」に接するとき、不快感を覚えたり、怒ったりすることがしばしばあることは、多少なり

ともタイ人と接したことのある日本人なら知っていることであろう。その原因は、日タイの人々の闘

で、fマイペンライ」についての理解や解釈に相違があるのではないだろうか。

　以上のような疑問を出発点として、1985－88年にタイにおいて収集した「マイペンラ鳩の実例に

ついて、バンコク在住のタイ人にインタビューを行い、その結果は、国立国語研究所報告lll「日

本語とタイ語の対照研究且『マイペンライ』一タイ人の言語行動を特徴づける言葉とその文化的背

景についての考察　その1一」（堀江、1995）において発表した。その後、タイ人に対するインタビュ

ーのデータを補う意味で、同様の実例につき、タイ在住のタイ人にもアンケートを、さらに、周様の

実例につき、タイに滞在中のR本人にインタビューとアンケートを実施した。その結果の一部につ

いては「平成9年度国立国語研究所公開研究発表会テーマ：雷語の対照研究」の予稿集を参照

いただきたい。今回の発表は、それらの結果を理解するために必要な日タイの対人意識について

の補強調査の一部の紹介である。

キーワード：E体語とタイ語の対照研究、言語行動、マイペンライ、だいじょうぶ、気にしない

1．研究の旨的

　従来、タイ入の言語行動を特徴づける言葉として「マイペンライ」を挙げる人は多かったが、

それについて、調査研究をする者はほとんどいなかった。そして、「マイペンライ」は、目本人に

とって、一般的に、「気にしない」「構わない」等と解釈されてきた。この解釈に沿ってタイ人の

「マイペンライ」に接するとき、不快感を覚えたり、怒ったりすることがしばしばあることは、多少な

りともタイ人と接したことのある日本人なら知っていることであろう。

　しかし、タイ人に言わせると、「マイペンライ」とは、たいへんに美しく、優しい言葉だということ

になる。

　例えば、タイに滞在する臼本人から、よく聞くのは、「メイドさんが、私の大切なコーヒーカップ

を割ってしまった。もし、メイドさんが謝ったら、『マイペンライ』（気にしないでいいのよ）と声をか
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けて慰めてあげようと思ったのに、メイドさんの方が『マイペンライ』と言ったので、本当に腹が立

った。これでは話が逆ではないか」といった不服である。

　果たして、メイドさんは、どんなつもりで「マイペンライ」と言ったのであろうか。本当に、「気に

しない」という意味で使ったのであろうか。

　また、例えば、タイの日系企業で日本人社員から部下のタイ人が、会議の前にコピーを作る

ように頼まれたが、うっかり忘れてしまった。タイ人社員が、「マイペンライ。すぐにコピーを取りま

すから」と答えたら、日本人の上司は非常に怒ってしまった。タイ人社員は、なぜ、そんなに怒

られなければならないのか、まったく理解できなかった、といった話もよく耳にする。

　どうやら、日タイの人々の間で、「マイペンライ」についての理解や解釈に相違があるのでは

ないか。この理解の差によって、日タイの人々の間で、摩擦が起きると考えられはしないか。

　そこで、日タイの人々の問のこのような理解の相違が、いったい何に起因し、また、それがど

のような行き違いを引き起こしているのかを明らかにすることによって、日タイの人々の間のコミ

ュニケーション上の障害の一つを解消する手がかりを見つけられるのではないか、と考えた。

　これが明らかになれば、タイ人のための日本語教授法の改善にも応用できるし、日タイ間の

コミュニケーション・ギャップを多少とも解消することにも役に立つに違いない。そして、この研究

を、より発展させれば、さらに、日タイ問の経済、技術、学術、教育等の分野においても応用で

きると考えて、この調査研究を開始し、進めているところである。

2．研究の方法

　国立国語研究所報告l11「日本語とタイ語の対照研究H『マイペンライ』一タイ人の言語行

動を特徴づける言葉とその文化的背景についての考察　その1一」（堀江、1995）において、

それまでの調査結果の一一部を発表したように、先行研究が皆無といってよい状態であったた

め、”APreliminary　InvestigatioR　of　Thai　a認japanese　Forlnulaic　Expressions”（堀江、1985）に

おいて、「マイペンライ」の使：い方を6種類に分類したものを基礎として、さらに、タイのさまざま

な小説申に使われた「マイペンライ」を参考にしながら、1985－88年にタイにおいて収集した「マ

イペンライ」の実例について、バンコク在住のタイ人38人にインタビューを行った。また、このイ

ンタビュー結果を検討し、さらに詳しいアンケートを実施し、310人から回答を得た。

これらの調査結果をまとめたのが、上述の報告である。

　その後、タイ人に対するインタビューのデータが必ずしも十分ではなかったので、それを補う

ため、同様の実例につき、タイ在住のタイ人にもアンケートを実施し、318人から回答を得た。

　さらに、同様の実例につき、タイに滞在中のH本人にアンケートを実施し、376人から回答を

得た。加えて、バンコクとチェンマイに滞在中の日本人59人にインタビュー一を実施した。
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3．日タイの対人意識についての補強醐査

　以下は、従来の調査の結果をより正確に理解するために必要と患われる日タイの

対人意識についての補強調査の結果の一部についての紹介である。

回答者データ（タイ人185人、日本人正44人）

1．年齢．

タイ人 （単位：％）

女性 男性 不明 全体

10代 2．6 0 0 1．6

20代 59．1 38．8 0 50．8

30代 27．8 38．8 0 31．4

40代 9．6 22．4 0 14．1

50代 0．9 0 0 0．5

60代 0 0 0 0

無回答 0 0 100．0 重．6

臼本人 （単位：％）

女性 男性 全体

10代 至7．0 7．正 13．2

20代 31．8 25．0 29．2

30代 29．5 19．6 25．7

40代 12．5 14．3 13．2

50代 9．1 23．2 14．6

60代 0 10．7 4．2

無回答 0 0 0

2。職業

タイ人 （単位：％）

全体

会社員 61．6

公務員 14．6

教員 0．5

学者 2．7

弁護士 3．2

医師 0．5

自営業 7．0

主婦 0．5

学生 5．9

その他 0

無職 G

無回答 3．2

日本人 （単位：％）

全体

会社員 22．9

公務員 11．8

教員 9．◎

学者 ◎

弁護士 0

医師 0

自営業 2．1

主婦 10．4

学生 24．3

その他 正6．7

無職 2．1

無回答 0．7
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㊥アンケート結果の分析

1）あなたの麩は、

タイ人 （単位：％）

全体

1．子供の時から知っている近所の友人 27．6

2．小学校の友人 25．9

3．中学校の友人 56．2

4．高校の友人 38．9

5。大学の友人 55．7

6．岡じ職場／アルバイト先／サークル

@一の　入
5◎．8

7．その他 30．8

8．無回答 0

H本人 （単位：％）

全体

1．子供の階から知っている近所の友人 13．9

2．小学校の友人 18．8

3．中学校の友人 28．5

4．高校の友人 45．1

5．大学の友人 46．5

6．岡じ職場／アルバイト先／サークル

@　の　人
31．3

7．その他 25．7

8，無熱答： 0
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　「親友」という概念についての質問に対する日タイの回答結果を比較すると、最も特

徴的なのは、タイ人の場合、子供の時からの近所の友人から職場の友人に至るまで非常

に幅広い範囲に晶晶」がいることであり、日本人の場合、高校の友人と答えた者のポイ

ントがタイ人のそれを上回るのみで、タイ人に比べて日本人は「親友」をもつ範囲が狭

く、r親友」と呼ぶべき者が少ないのではないかとも想像できる。ただし、槻友」の概念

をより厳密に知るための別の項目「あなたにとって親友とはどのような友人ですか」の

回答結果を参照しなければならない。
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2）あなたにとって麩とはどのような人ですか。

タイ人 （単位：％）

全体

L悩みを打ち明けられる友人 75．正

2．自分のことも家族のことも詣し含

ｦる友人
77．8

3。あまり話さなくても理解してくれる

@友人
57．8

4．遠慮せず何でも話せる友人 37．8

5．気軽に何でも頼める友人 56．2

6．気を遣わなくてもよく、気楽でいら

@れる友人
65．4

7。言葉使いに気を遣わなくてもよい

@友人
29．7

8．長い間連絡をとらなくても、お互い

@の関係が変わらない友人
74．1

9．侮でも稲談できる友人 60．0

1αその他 10．8

11．無回答 0
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日本人 （単位：％）

1悩みを打ち明けられる友人

2。霞分のことも家族のことも話し合

　える友人

3．あまり詣さなくても理解してくれる

　友人

4遠慮せず何でも話せる友人

5．気軽に何でも頼める友人

6．気を遣わなくてもよく、気楽でいら

　れる友人
7．欝葉使いに気を遣わなくてもよい

　友人
8．長い問連絡をとらなくても、お互い

　の関係が変わらない友人

9．何でも獺談できる友人

10．その他

ll．無磁答

。
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　「あなたにとって親友とはどのような友人ですか」という質問に対する日タイの回答結果

を比較すると、タイ人はすべての項目において霞本人よりポイントが高く、何でも話し合え

て、悩みを打ち明けられ、長い間連絡を取らなくても変わらない関係を保てる、といった相手

との距離の近さを認識できる者を親友と考えていることが明瞭である。これに比べて日本

人の場合は、5．「気軽に何でも頼める友人」はタイ人よりポイントにおいて約113しかなく、

たとえ親友にも気楽に頼み事ができないといった特色がうかがえる。また9．「何でも相談で

きる友人」、3．「あまり話さなくても理解してくれる友人」に同様の傾向が見られ、タイ人に比

べて日本人の対人距離の遠さを表していると思われる結果となっている。
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3）“年長者”または“擦上の人”と聞いた時、どのような人を思い浮かべますか

タイ人 （単位：％）

全体

1．自分の先生 79．5

2．会社の上司 56．8

3．先生一般 55．正

4．友入の両親 78．9

5．自分の両親 82．2

6．両親の友人や知り合い 57．3

7．自分より年上なら誰でも 45．9

8．その他 正5．1

9無回答 0

日本人 （単位：％）

全体

1．自分の先生 25．0

2．会社の上司 45．1

3．先生一般 H．1

4．友入の両親 15．3

5．自分の両親 18．1

6．両親の高義や知り合い 正5．3

7．自分より年上なら誰でも 44．4

8．その他 5．6

9無回答 0．7
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　「“年長者”または“目上の人”と聞いた時、どのような人を思い浮かべますか」と

いう質問に対する日タイの回答結果を比較すると、2，「会社の上司」と7．「自分より年

上なら誰でも」の2項目がやや近い点を除き、すべての項目はタイ人は臼本人よりポイ

ントが3倍以上高い。とりわけ、タイ人は日本人に比べ、1．「自分の先生」、4．「友人の

両親」、及び5．「自分の両親」について非常に顕著な高ポイントを示している。このこ

とは、タイ人は日本人に比較して教師や親に年長者または目上と言う概念を強くいだ

く傾向があることを表していると考えられる。
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